


























の諸分野でそれに閃するfiJF、先が多く行なわれてきた 1)• 部市地Jm学では「部市 (1罪）システム」なる川
諮のもとで，都市とその周辺地域との関係あるいは都市相在の閲係が火視され，多くの研究が進めら




























































































まりは 1、1,1¥が全糾節、'・りを従屈させることとなる．この l)ばは最終斎青節工］、といわれる II) 
次に，下述のような連結疫の 5水化それそれについて 0と1を要索とする二巡力式の 132X132の
行列を作る．すなわち， i番目の地区に．おける j番日の相手地区に閃する先に選H」した比率をいと
し，①自地区F".lに流励ずる台数の比率 :(t1J,② t,』，i;?:15 % , ③ 15% > t1、.i~10%, ④ 10 % > ti)~5 % , 
⑤ 5%>tij~2.5% の 5 水悲を設定する，そして，各水準の条件に［口が該当すれは 1, さもないと














五つの近結行列それぞれにおいて各地区は最高 1fl乱の 1の変素をもつが， これらの行夕叩乞合叶した














連結度 5の準殻終結節、点を 1次中心地，迎結度4のそれを 2次中心地，以下 3次 .4次.5次の中心
地とする．
この1:j:i心地の1塔層化方式は，従米の中心地のもつ規模（人口や施設の凰）に晶づいてそれを1紺耀化









厳終結節｝気が存在＾ し， それらはそれぞれを 5次中心地とするほぽ独立的な連樟吉体系を形成する． 新潟








174 人文地 J!l学研究 m 
5 
，ー；::.:=, ー ・,・・"・ ・ ・ • ••• •• • •  • ・・ r・ ・ ・-・・ ・ ・ ・ ・ ・一 -~c―),.度 1
c:, 
I I 
':: :; I : . . f~ ーー ~: J ・-・ 「3
I . ··.~ニ7.JLb ,1 . .  .1 !J . . .•. ":
~Ji~·lii、 ＇・ 'l C • ー：さ . : " .. :、 I,J「>'・,.[」l,l~ 二し ・ピr-7~[しIj'l'L 
•• " . ; • i :t, こf;.今・・..・1聾;"咤:', こ， , i;: . •i,; •. . , . :::• ••: I 
lJ!ll,lJl'JJI」J1土□11 :! t _u!¥ ¥.: "'. .':i ;! .:L .!・'¥.]i ;,.、ふ柱:::'、小？二，-・-・- .. - .. - - .. 一 ・ー ・ ---------- ・ ・ •· ・--・ -••·• J~_J.J j」』しl土LJ.LLL'・ :;::, 旦朽 •::: !'-:・ ![", 分、｀ 合革栄:: ・: i:ビ 9 ぶ i '・ :• ::翌;'.;, も；~；こ：且 ·1·:1:, '• •姜翌貯左；. ,jヽJiij,:;・¥笠;¥,三上；i'佐'.L!J ?i-i i 坤!~:
ぐ．函'?'習＇、l'.、 ・1:,:,・;_¥守巳,,': •• ;":: } : ・:_ : .:; ヽ一・竺,,;. ・,1 '. '. 与,.:;. :、,,.;: .. 五：, !'・r, 但 ， 、;: :-,;;.• ,:•-.・ "' . ,:.. _le・. •, . • -.・1.';-JI! JlJil強1しB上J:.Jil.,'!c: ;, 孔―.・:・,・、:::• : • i'~-~ -, 





















































、I―'閉線は下向+if移迎結， またカッコ内はOD表で統合された町村名を示す 第 5図について も同様
区から構成される． この体系で注目されることは， 六日町に直接連結する地区はその連結水準が連結
疫 4であること である．また，小出の場合における 2地区の連結も同水準である． これら 3地区はい
ずれもある程度の完結性を有 し， 最終結節点と一体化していない このようなことは後述する輪島の
体系に典型的にみられ， 山IM1部および半島部のような道路網の疎密な地域に普逓的に現われる ．
これに次いで単純なのは輪島体系である． この体系の 5次中心地輪島に連結するのは 4地区にすぎ
ないが， その うちの珠洲市は4次， 穴水!HJvま3次の中心地であり，それぞれ椎移機能をもつ．そして，
これら 2中心地に従）属する 2地区はともに 2次中心地となっている．つまり， この体系を構成する 4





道穴水門前線経由で約17km, 最も長い珠洲と輪島の間では国直 249号経由で約 45kmである一ー，
および地区間の交通に利用される主要追路が而岸沿いに環状に走り， LIi l¥l部を縦断する．、直賂には一部
に未舗装部分がみられること 例えば能部町と輪l贔を結ぶt要地方逍宇IL¥r It 1r野線の約出は木舗装
に原因がある
上越を 5次中心地とする連結体系もかなり平純な形態をもっている．この休系ぱ， 1-: 越に述鈷疫 4
および 5 で連結する諸地区から成る亜体系と，糸魚川市を準般終結節、1,1、（とする ,11~(木系とから構成され
る．上越は，それに直接的にしかもかなり高い連結水準で結びつく地区をいくつかもち， I: 述の 2(木
系とは異なった地区相互の補完性の高い体系を形成する． しかし，上越と糸魚川の結合はかなり弱い．
これは，糸魚川が規模の、点ではかなりの大きさを有するにもかかわらず， 11,j;れの辿絡路として[kl迎 8
号しかなく，他の選択的な道路が全くなく， しかも両者の中心部が在いに約 40km も1灼っているこ
とに由来する．
富山と金沢の両休系は，規松および形態の複雑のうえからほぼi1Jぐ窄といえる．すなわち，それぞれ
に従）属する地区は，前者については 25, 後者については 23を数える．また， 2次以I・.の中心地をと
もに七つずつ従えている．



































似糾である．すなわち， この亜仙系に加｝属する地区は祈潟を合めて 30に及ひ，二つの 3次中心地と
三つの 2次中心地を有する. 3次中心地の叶1」1llJは東油原郡全域を支配する中心地となり，その域内
ではかなりのり加氾結）」をもつ．いま一つの 3次iわ心地の五凩市は，村松町のみを従属させる小規模
な連結休系をもち，辻結皮 2の水準でより骨専次の低＼，ヽ祈rlt由にHf:移してしヽ る・ このような五成の下向
推移の辿結形式はかなり fにものといえる． としヽ うのは， これと同様の形式をとる
の勘合は，迅％網の形態によって主としてもたらされる連結I生の低水阜に主な原囚があったが，五呆










































(i) 4; 欠中心地 ―-4次圏
◎ 5次中心地ー-5次圏
第3図 北陸地方の機能地域（昭和46年）





これら 6圏域の中心地である新潟市 ・六日町・ 上越市・‘富山市 ・輪島市 ・金沢市それぞれの機能地
域の構成をみると，六日 llJのみが4次 .3次圏をもたないことが判明する ．六日!HJは，自体を 2次中











の連結体系およびそのデン ドログラ ムを示すと第 4図および第5図のよう になる．これらの図か ら切
らかなように， 昭和49年の場合も昭和46年と全く 同様に，新潟市 ・六日町・ト越町 ・常山市 ・輪島由
• 金沢市を最終結節此i、とする六つの体系が存在し，六日I打・輪島 ・上越の 3体系は小規模かつ隼純な
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変化がみられない．門前はIf召和46年では連結度 3で穴水に従属 していたが， 49年ではその水準が2に
低下している． つまり完結性を高めたわけである． それに伴って中心地としての限次は向上してい
る．しかし， 両地区間の交通羅の比率は門前にとって 10.7%から 9.0%へわずかに減少しただけで，
有意な減少とはし、えない． この比率に基づく連結度のクラスがたまたま 11礎級低下したにすきないと
いえる．それゆえ， この変化は実質的にはないもの とみなし うる．





(92, 190台と 98,253台），板倉てのそれは 49年に約 50%の仲ひを示し，それの大部分が上越に対す
る交通械の増加によって占められているので，上越の板倉への支配）」の増大に起囚するといえよう．
後者に関しては， I召和 46年では上越に対する交通誡が院生にとっては 21.2%, 糸魚川に対しては
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する交通鼠の比率は， 15.7%から 12.8%に減じているのに対して，隣接する島越村に対しては 6.1 o/






準に関する変化は， 17の地区間にみられ，そのうち 4地区間は連結度が低下，残りの 13地区n月は向
上した ものてある．いずれの連結水準の襄化についても変化開は連結度で 11誓級であ り，大幅な低下
または!fiJ」こ：はみられない和島の連結方向の変化についてみると， この地区は46年ては寺泊町との交
通梢の比率が12.8%で寺ヽ fl、]に直結し，分水Il『および紐市をHi:.移結節は［として三条市に結合するという





迎鈷度を低下させた朝日村 ・村上市，安田1nr. 水原llT, 賎栄市・ 新潟市，，検・ 三条の4地区間の う
ち前 3者は，いずれも自地区内部の交通が増加して完i翡性が高まった結果である ．この中で注目され
るのは安田・水原間の連結水準の低下である.46年から49年までの両地の規模の変化状況は，安田で
は 6, 547 台から 9,354 台への大幅な J曽）~n を示 しているが，他方，それ より 規模の大き な水原は18 ,289
台から15,946台へと減少傾向にある．このことは，水）京の周辺地域に対する影密力の滅退を示し，安
田が水原の影響下から脱しながら独立的な中心地になりつつあることを意味している．これとかなり
類似 したかた ちの もの は札岱栄 と新潟との関係についても みられ る響：／！蛉・三条間については， ii!~のもつ
吉田町や分水などの支配地域に対する影翌力を高めることによって，三条との連結を相対i'.!Jに低下さ
せたも のである ．このことは，分水の礼的に対する連結水準の向上にも反映している ．
連結を一）習高めた 13地区17月のうち註 目されるのは柏崎市｀の長岡に対する結びつき である．柏綺は
長岡と隣接するにもかかわらず 46年ではかなり完結性が高く，それゆえに長岡と同究の高い中心地
階次をも っていた． 両地区の中心部間を連絡する道路は山道 8号であるが，この国辺の長岡市街地四
郊でのバイバス建設およひそれに伴う I;]、:I道351号との分離を初めとする国道8号の改良が進められた．






があっ たため， 長岡圏がかつての机崎圏を併合して，長岡圏が刈羽郡全域を覆うよ うになり，また，




このようないくつかの変化によって，昭和49年では 1次隊が86, 2次圏が39, 3次圏が22, 4次圏

















定義する．すなわち，任怠の 2、11、{hと lのIりのチ ー' ~ェ ノについての機能距離 行列を S, およびこの
チ ェーンについての結合行列を C={ん ｝（ただし，i=j-1; i,j E鼻， ここでの 麟は hと／の間
のチェ ーンに存在する）、応の集合）ーーマル コフ辿鎮過料の批移雁率行列に相当する一ーとすれば，
S=C1+c2+ .... +c・, ヽ． (1) 
てある．ここでの nはチ :c.ーンのトポロジー的直径である ．この定義において問題となるのは，隣
りあった 2は汀間の距離心をどのように規定するかである．檬能距離を一有向性ネノトワークの指標
としているので， この距翡Iiもまた同種の指標でなければならぬことは自叫であろう ．そこで， これら
2凡［間の辿結度を反映 した次のよ うな距離で規定することとする．連結度 5の地区間に関する交通菫
の比率は，北陸地方全体かつ両年次について平均すると38.7%であるので，この比率値をこの連結水
準ての 叫！とする． 連結度 4に関しても同様の方式で24.0%とする．それ以下の連結度については，
初めに設定した各連結度の規準廿旱の中心値を採用する ．すなわち，連結度 3については12.5%, 連











~~~~~ I 札II褐係数 1 し統，，l·i)I I l:'山反
料［ 約 o.939I 30.999 I 121 
六!:Il!IJ― 1.000 
、上越 0. 708* 3. 504 11 
'fr; I」.I 0. 937 18. 602 48 
柿前 島 0.913* 4.486 4 
{iz t!¥ I 0. 652 5. 302 38 









ある ．これ らの相閾係数値から，両年次間で全く 変化のみ
られない六日町体系を除いて，最も変化の程度が少ないの
は新褐市の体系であり ，他方， 最も変化の大きいのは金沢市の体系である ことが判叫する．平村の辿
糾水準や伽光Il」の辿結方向の変更によって形懇が大きく俊化 しているようにみえる‘感山市休系は，実
際はあ、ま り笈化していないといえる






















ここての広げ、 i番！」の休系に1夏］する相l斐］｛系数， Jli はその休系ての-i}ー ンプ）レ数（地区土］数）てある．
パつの州紡（本系それぞれ―・二つずつ糾介せた場合の U 統，；!・}化の買定結果は第2どのとおりである．















仇「屈~｝ 3.538 2.57t1 0.098* 0 316* 26.893 
八日IlJ 2.070 4.433 3. 508 2.763 5.037 
！：：越 0 817 2 917 6 860 1 006* 0.295* 
',¥ 1J1 0.017 2.087 ゜ 0.282* 4.250 諭，l~,1j 0.185 2.255 0 662 0.168 1. 278* 
















成りたっている ．上越体系は糸魚川市と上越の 2亜休系に分割される ．‘膚山 と金沢の2体系は規模お
よび形態のうえでほぼ同等と いえる． 愉者は昭和46年ては富山と高岡市と平村の 3亜体系から成って
いたが，昭和49年には平の亜体系は—,yの もつ連結水畢の /f'U 上に よって高岡亜体系に併合されて泊滅 し
ている ．後者もまた七尾市 ・金沢 ・小松市の 3匝体系から椙成されている．新潟体系は多数の高階次
の中心地を含み，慨括的には村上m・ -新潟・ 三条市・長岡市の 4亜体系に分割される．昭和49年での
際立った笈化は，長岡と同等の中心地JI背次をもっていた柏崎市が，長岡に対するその辿結水準を高め
るこ とによって支配倦iを長岡に少叶屈せ しめるに至っ たことである
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tion to (Juantitatiz:e Analysis in Hun叩 n Geo-
忍-ra/Jhy.McGraw-Hill, p. 173に指摘されてし、る
北砂地方における自動車流動からみた地域の辿糾休系と その変化 （奥野）
The Regional Linkage System and I tsChange on the Basis 
of Motor Carrier Flows in the Hokuriku District 
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In order to clarify the regional system of the Hokuriku district , which 1s composed of 
Niigata, Toyama, and Ishikawa prefectures, a tree-shaped digraph abstracting the areal lin-
kage system is first prepared on the basis of・ 
these being the most 
ongrn-clestination data for motor carrier flows, 
appropnate data for analyzing the spatial interaction of the regions. 
Secondly, the temporal change of the system between 1971 and 1974・ 1s considered. The 
operational procedure for preparing th 1 e a Jove-mentioned digraph begins with the assumption 
that each of 132 unit areas in the district is a node, and that there are f1 
Tl 
・ows amono-them. と＞
1e values in each cell of the flow matrix are divided by the sums of the row (total flows), 
and a cell which has the largest share of the total flows can be identified. Then, the sum 
of the row is compared with the sum of the column which contains the cel, in order to 
恥 dwhich sum is larger. If the sum of the column which contains the cel is larger than 
that of the row, the arc is drawn from the node withしhesmaller sum to the other one. If 
it is not, the sum of the column which contains the second largest value in the cell is com-
pared with that of the row. If the former is larger, the arc is drawn. The arc represents 
the relationship of dependency or dominance between the nodes. This procedure is repeated 
until the value in the cell reaches 2.5o/, which means no significant linkage among the 
nodes. In addition, al the arcs drawn are ranked according to their amount of share. This 
means that the width of the arc i叫icatesthe intensity of the connectivity between the two 
nodes. 
Some results of the consideration of the patterns and temporal variation in the systems 
are summarized as follows. 
(J) The Hokuriku disしrictis composed of six areal linkage systems in both 1971 and 
1974. The terminal nodes of these systems are Niigata-shi, Muika-machi, Joetsu-shi, Toyama-
shi, ¥1/ajirna-shi, and Kanazawa-shi. With regards their influence spheres, each of them 
occupies a 「elativelysmall area in comparison with the case of the Chukyo district, and 
each is contained within the prefectural territory. These facts remain unchanged during the 
in tervining years. 
(2) In regard to the six system patterns, Muika-machi has the simplest system and, 
conversely, Niigata-shi has the most c叩 1plex. The Wajima-shi system, in which al areas 
are linked to each other with low connectivity, occupies the north Noto Peninsula and is 
composed of the two sub-systems. The Joetsu-shi system is divided into two sub-systems of 
Itoigawa-shi and Joetsu-shi. The systems of both Toyama-shi and Kanazawa-shi are almost 
equivalent to each other in terms of size and complexity. In 1971 the former system is 
composed of the tl1ree sub-systems of Toyama-shi, Takaoka-shi, and Taira-mura, but, in 1974, 
due to an increase in Taira-mura's connectivity to other areas, Taira-mura sub-system comes 
to merged into the Takaoka-shi one. The latter system is also composed of the three sub-
systems of Nanao-shi, Kanazawa-shi, and Kornatsu-shi. The Niigata-shi system has a number 
of higher order central places and is divided into the four sub-systems of Murakami-shi, 
Niigata-shi, Sanjo-shi, and Nagaoka-shi. A noticeable in this system pattern in 1974 is that 
the increase of Kashiwazaki-shi's connectivity to Nagaoka-shi causes absorption of the former 
city's dominant field into the latter city's one. 
(3) Vvhen the nodal regions are delineated on the basis of areal connectivity, 132 unit 
areas are grouped into ninety-nine first order regions in 1971. These reg10ns are grouped 
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into forty-five second order regions and finally into six fifth order regions. The degree of 
grouping is lower in comparison with the Chukyo district's case. This is probably reflected 
by the higher socio-economic independency of each area in Hokuriku. In 1974 such indepen-
dency is of a weaker degree. 
(4) When the change of the system patterns is examined by using some statistical 
teclrniques, it can be said that a significant change is not recognized in each system between 
the two years, and, therefore, that each system has remained fairly stable. However, spatial 
differences in the changes of the six system patterns are recognized. In particular, the 
change of the Muika-machi system has much singular tendency. 
